
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
使
っ
た
オ

ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

の
早
期
導
入
に
つ
い

て
、
多
く
の
開
業
医

は
反
対
の
意
向
で
あ

る
と
言
う
。
と
こ
ろ
が
日
本
医

師
会
、
日
本
歯
科
医
師
会
、
日

本
薬
剤
師
会
な
ど
は
導
入
に
前

の
め
り
に
な
っ
て
い
る
。一
方
、

保
団
連
は
明
快
に
反
対
を
表
明

し
て
い
る
。
明
ら
か
に
保
団
連

の
方
に
理
が
あ
る
と
思
う
▼
そ

も
そ
も
な
ぜ
現
行
の
保
険
証
を

廃
止
し
て
ま
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
普
及
に
力
を
入
れ
て

い
る
か
。
そ
こ
に
は
、
国
家
が

個
人
の
情
報
、
健
康
、
資
産
、

将
来
は
運
転
歴
や
違
反
歴
な
ど

を
一
元
的
に
把
握
し
管
理
し
た

い
と
の
意
図
が
あ
る
と
思
う
。

し
か
し
こ
れ
は
、
国
民
か
ら
政

府
へ
の
情
報
の
一
方
向
の
流
れ

で
あ
り
、
反
対
に
政
府
か
ら
国

民
へ
の
情
報
提
供
に
は
大
き
な

制
約
が
あ
る
。
例
え
ば
行
政
上

の
疑
義
が
あ
り
国
民
が
政
府
に

情
報
開
示
を
請
求
し
て
も
、
不

開
示
あ
る
い
は
重
要
な
情
報
は

墨
で
塗
り
潰
し
た
回
答
し
か
も

ら
え
な
い
こ
と
が
多
い
。
ま
た

生
活
保
護
費
引
き
下
げ
問
題

や
「
モ
リ
カ
ケ
」「
桜
を
見
る

会
」
問
題
の
よ
う
に
、
統
計
上

の
デ
ー
タ
を
政
府
に
都
合
良
く

解
釈
し
、「
公
文
書
」
で
す
ら

都
合
の
良
い
よ
う
に
改
竄
さ
れ

る
▼
こ
の
よ
う
な
政
府
の
姿
勢

で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

取
得
を
国
民
が
躊
躇
し
、
普
及

が
遅
れ
て
い
る
の
は
当
然
で
あ

る
。
ま
ず
は
防
衛
や
外
交
上
の

特
別
な
情
報
以
外
は
、
開
示
請

求
が
あ
っ
た
場
合
は
包
み
隠
さ

ず
開
示
し
て
、
国
民
の
政
府
に

対
す
る
不
信
を
払
拭
す
る
こ
と

か
ら
始
め
る
べ
き
で
あ
る
。
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2面 これでいいのか！？
 全世代型社会保障改革
3面 新型コロナ 診療報酬特例
4面 医療・福祉のエキスパート訪問

保
険
医
協
会
で
は
、
政
府
が

進
め
る
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

シ
ス
テ
ム
の
導
入
義
務
化
に
つ

い
て
の
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
、
義

務
化
撤
回
を
求
め
る
会
員
署
名

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
11
月
４

日
時
点
で
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
77

件
の
回
答
、
会
員
署
名
は
61
筆

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ご
協

力
い
た
だ
い
た
会
員
の
皆
さ

ま
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

「
反
対
」
が
７
割
超
え

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス

テ
ム
導
入
の
原
則
義
務
化
に
つ

い
て
反
対
と
答
え
た
会
員
が

71
・
４
％
（
図
１
）、
ま
た
保

険
証
の
原
則
廃
止
は
反
対
が

75
・
３
％
（
図

２
）
と
い
ず
れ

も
７
割
を
超
え

る
会
員
が
反
対

と
い
う
結
果
と

な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
オ
ン
ラ

イ
ン
資
格
確
認

シ
ス
テ
ム
の
運

用
を
開
始
し
て

い
る
と
回
答
し

た
会
員
に
お
い

て
も
、
10
件
の

う
ち
５
件
が
オ

ン
ラ
イ
ン
資
格

確
認
シ
ス
テ
ム

の
導
入
義
務
化

に
反
対
と
回
答

し
て
い
ま
す
。

導
入
し
た
く
な

い
と
考
え
て
い

な
が
ら
も
、
苦

慮
し
な
が
ら
対

応
し
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
に
対

す
る
懸
念
に
つ
い
て
も
、
設
備

投
資
・
コ
ス
ト
が
負
担
で
あ
る

と
の
回
答
が
一
番
多
い
と
い
う

結
果
と
な
り
ま
し
た
（
図
３
）。

ア
ン
ケ
ー
ト
や
署
名
の
意
見
欄

で
も
、「
コ
ロ
ナ
関
係
で
以
前

よ
り
対
応
す
る
こ
と
が
多
く

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
以
上
、
時

間
や
経
費
の
か
か
る
こ
と
を
さ

せ
な
い
で
い
た
だ
き
た
い
」
と

い
う
意
見
、
さ
ら
に
は
「
導
入

し
な
け
れ
ば
診
療
で
き
な
い
の

な
ら
閉
院
予
定
」
と
い
う
切
実

な
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

い
た
だ
い
た
署
名
は
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
と
と
も
に
、
首

相
、
担
当
大
臣
、
地
元
国
会
議

員
に
提
出
し
ま
す
。
ま
た
、
義

務
化
撤
回
へ
向
け
て
、
保
険
医

協
会
の
全
国
組
織
で
あ
る
全
国

保
険
医
団
体
連
合
会
で
も
、
実

態
調
査
を
行
う
こ
と
と
な
り
、

10
月
25
日
に
調
査
票
を
お
送
り

し
ま
し
た
。
全
国
の
会
員
の
現

場
か
ら
の
声
を
集
め
、
政
府
へ

義
務
化
撤
回
を
さ
ら
に
求
め
て

い
き
ま
す
。
回
答
締
切
は
11
月

20
日
で
す
。
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

最
後
に
ア
ン
ケ
ー
ト
、
会
員

署
名
に
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
抜

粋
し
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果
に
つ
い

て
は
石
川
県
保
険
医
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
全
文
を
掲
載
し
て

お
り
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
に�

�
�

寄
せ
ら
れ
た
意
見

≲
義
務
化
反
対
≳

○
な
ぜ
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

義
務
化
を
こ
ん
な
急
ぐ
の
か

疑
問
。
患
者
様
、
医
療
機
関

に
不
信
感
、
負
担
を
多
大
に

か
け
る
の
に
と
思
う
。
私
は

選
択
制
で
い
い
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。

○
保
険
証
の
目
視
で
の
確
認
で

も
支
障
は
な
い
し
、
ト
ラ
ブ

ル
や
負
担
の
多
い
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
資

格
確
認
シ
ス
テ
ム
の
導
入
は

患
者
も
現
場
の
医
者
も
求
め

て
い
な
い
。
政
府
は
コ
ロ
ナ

対
策
等
、
こ
の
問
題
よ
り
早

急
に
や
る

べ
き
こ
と

が
あ
る
の

で
は
？

○�

現
在
の
当

院
の
患
者

数
で
あ
れ

ば
資
格
確

認
は
従
来

の
保
険
証

で
十
分
な

の
で
必
要

性
を
感
じ

な
い
。
反

対
な
の
で

あ
れ
ば
皆

で
導
入
し

な
け
れ
ば

よ
い
。
そ

う
い
う
運
動
に
展
開
す
べ
き

で
あ
る
。

○
政
府
の
身
勝
手
な
暴
走
に
腹

が
立
つ
。

○
レ
セ
コ
ン
メ
ー
カ
ー
の
説
明

で
は
、
来
年
４
月
ま
で
の
対

応
は
、
専
用
端
末
や
専
用
機

材
の
確
保
困
難
な
状
況
か
ら

無
理
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

○
医
師
の
年
代
に
よ
り
、
従
来

の
方
法
で
も
全
て
行
え
る
よ

う
に
し
て
ほ
し
い
。
新
し
い

方
法
で
や
り
た
い
人
た
ち
は

そ
れ
で
や
る
。
そ
の
２
つ
に

し
て
ほ
し
い
。

○
紙
レ
セ
プ
ト
を
提
出
し
て
い

る
（
手
書
き
請
求
）
医
院
は
、

保
険
証
廃
止
後
、
ど
の
よ
う

に
し
て
資
格
確
認
で
き
る
の

か
？

○
導
入
し
な
け
れ
ば
診
療
で

き
な
い
の
な
ら
閉
院
予
定

で
す
。

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
情

報
が
集
中
し
、
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
が
心
配
で
す
。

≲
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
≳

○
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
国

が
万
全
の
対
策
を
し
て
い
る

の
か
？　

誰
が
責
任
を
負
う

こ
と
に
な
る
の
か
？　

高
齢

者
に
対
す
る
補
佐
な
ど
検
討

さ
れ
て
い
る
の
か
？

≲
義
務
化
賛
成
≳

○
私
は
保
険
証
と
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
一
体
化
に
賛

成
で
す
。
反
対
す
る
派
の
考

え
が
分
か
ら
な
い
で
す
。
い

ず
れ
必
要
な
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
が
。

○
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
を
す

る
の
は
賛
成
で
す
が
、
中
途

半
端
な
制
度
は
困
り
ま
す
。

例
外
な
く
バ
ッ
サ
リ
保
険
証

を
廃
止
し
て
ほ
し
い
で
す
。

あ
ち
こ
ち
忖
度
す
る
制
度
で

現
場
は
往
生
し
ま
す
。

図3　オンライン資格確認に対する懸念など（複数回答可）
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図1 オンライン資格確認システム導入の
 原則義務化について

6.5％

22.1％

71.4％

図2 保険証の原則廃止について

9.1％

14.3％

75.3％

1.3％
無回答

図4　オンライン資格確認の導入状況
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オンライン資格確認システムの導入義務化　会員アンケート

「義務化なら閉院」� �
� 切実な声
全国実態調査もスタート　ぜひご協力を
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10月13日、河野太郎デジタル大臣は記者会見において、「2024年秋に現
在の健康保険証を廃止し、『マイナ保険証』への一本化を目指す」と表明し
た。健康保険証の廃止方針自体は、すでに本年 6 月の「骨太の方針」で明
記されていたもので本連載でも 7 月号にて詳報したものであるが、そこで
は「廃止」の最終的な実施時期については明示されておらず、今回の大臣
表明により政府として「2024年秋」という目標時期が初めて示されたこと
になる。本連載ではこの間、連続 4 回にわたり、「オンライン資格確認体制
の整備義務化」問題を取り上げてきたが、それと密接にかかわる「保険証
廃止」問題がここにきて大きくクローズアップされることとなった。本連
載の「全世代型改革シリーズ」の守備範囲を超えるテーマではあるが、骨
太の方針の具体化という意味で本号でも続報をお届けすることとしたい。

骨太の方針で示されていたこと
6 月 7 日に閣議決定された「骨太の方針」では、「社会保障分野におけ

る経済・財政一体改革の強化・推進」の名のもとに、①オンライン資格確
認について保険医療機関・薬局に2023年 4 月からの導入を義務付ける（そ
の後、療養担当規則改正により具体化）、②患者によるマイナンバーカー
ドの保険証利用が進むよう関連する支援等の措置を見直す（その後、「医
療情報・システム基盤体制充実加算」として診療報酬上の加算を新設する
ことにより具体化）�─�という改革方針が示されていた。そして、それら実
施後に、③2024年度中を目途に保険者による保険証発行の選択制の導入を
目指し、さらにオンライン資格確認の導入状況等を踏まえ、保険証の原則
廃止を目指す（加入者から申請があれば保険証は交付される）�─�と明記し
ていた。今回のデジタル大臣の「表明」は、③について「選択制の導入」
を経ずに、一気に2024年秋に「保険証廃止」を実施するとしたものであり、
スケジュールの大幅な前倒しと、例外なく廃止するという意向を示したも
のといえる。

保険証の廃止と医療保険法、マイナンバー法
保険証の廃止と「マイナ保険証」への一体化が意味することは何か。そ

れは、国民皆保険下ですべての国民が所持しなければならない「保険証」
を、任意発行である「マイナンバーカード」に代替させることを意味する。

そもそも保険証とは、国民にとって何であろうか。憲法25条に基づき国
には国民の健康権の保障が義務付けられており、それを具体化するために
医療保険による国民皆保険制度が整備されている。この医療保険による
医療の給付を受ける権利を証明するものが保険証である。つまり、保険
証は、国民が命と健康を保持するためのなくてはならない証明書であり、

「利便性」のために廃止できるような単なる「紙」ではない。
現行健康保険法令上は、保険者は被保険者に対して保険証を交付するこ

とが省令で義務付けられており、保険証を廃止するためには下記条文を
「改正」しなければならない。形式的には「省令」改正ということになるが、
上述のとおり国民の命と健康に密接に関わる改正となることから、国会審
議は必須であると考えるべきである。

一方、マイナンバー法ではカード取得について申請主義による「任意
性」が担保されている。具体的には、次の条文がその根拠となる。

上記のとおり、マイナンバーカードはあくまでも「申請」に基づいて発
行されるものであり、それが強制されることはない。これは自己情報の
コントロール権に照らしても重要な原則であるが、保険証の廃止は、こ
の「任意性」を有名無実化し、マイナンバーカードの取得を国民に強制す
るものとなる。したがって、保険証の廃止は、憲法25条の健康権、憲法13
条のプライバシー権とも関わる国民生活に大きな影響を与えるものといえ
よう。

首相、厚労大臣の「迷走」
デジタル大臣による「表明」は国民の命と健康に関わる重大な案件であ

ることから、その後の国会審議において「保険証廃止」について活発な質
疑が行われることとなった。マイナンバーカードを持たない場合に保険診
療を受けられないのかという質問に対しては、加藤厚労大臣（10月21日）、
岸田首相（10月24日）ともに、「保険料を支払っている以上、公的保険医
療が受けられるよう対応する」と言明せざるを得なくなっている。政府の

「見切り発車」とも呼べるような無責任な実態が浮き彫りになっている状
況といえる。

そのほか、国会では「マイナンバーカードを持ってない人の窓口負担の
問題」「マイナンバーカード再発行までの期間の問題」「認知症や健康問題
でマイナンバーカード申請手続ができない人の問題」などマイナ保険証を
めぐる問題が相次いで指摘されている。また、医療機関でのオンライン資
格確認をめぐっても、「補助金ではまったく足りないシステム導入費用の
問題」「離島・へき地など通信環境が不十分な地域での資格確認整備の困
難さ」「高齢の医師・歯科医師が閉院を考えている」などの論点が示され、
資格確認体制整備の「義務化」の問題点もクローズアップされているとこ
ろである。

なお、岸田首相は、10月28日の記者会見では、「カードを紛失した人な
どが保険診療を受けられる制度の『創設』などを検討する」としている。
保険診療の資格を有することを証明するために「新たな保険証」を作ると
なれば、「保険証を廃止しなければならない意義」がますます不明瞭にな
る。また、これに関連して、国会では「今の保険証と『新たな保険証』は
何が違うのか」との質問が出され、加藤厚労大臣は「何も決めていないの
で比べられない」という無責任な回答をする始末である（10月26日）。岸
田首相の同記者会見では「これから関係府省による検討会を設置し、環境
整備を行っていく」としており、詳細を詰めないままに「保険証の廃止」
を打ち出した事実も浮き彫りになってきている。

さらなる運動にご協力を
医療機関に対するオンライン資格確認体制整備の義務化については、

「紙レセ請求医療機関」を例外にするなどの措置がとられはしたものの、
2 年後に「保険証が廃止」されるとすれば、この例外となる医療機関につ
いても何らかの対応が必要になる可能性が出てくる（厚労省からは「簡易
な資格確認」システムを創設する案も出されているようであるが、まさに

「屋上屋を重ねる」状況である）。保険証廃止方針は国民に対するマイナン
バーカード取得への「恫喝」とも呼べる強権策であるが、医療機関にとっ
ても先だっての療養担当規則「改正」とともに深刻な影響を招来する強硬
策である。

保険医協会・保団連は、保険証で安心して受診できる国民皆保険制度の
存続のため、引き続き会員の皆様からいただいた署名・アンケート等をも
とに国会議員等への働きかけを強めているところである。今後も、保険証
の存続、オンライン資格確認義務化の撤回を求めることを第一に運動を進
めていく。と同時に、保団連では厚労省・国会議員に対して、「現実策と
して」義務化の先送り、体制整備義務化の例外の拡大、補助金の増額や締
め切りの延長等を求めるなど、あらゆる手段を使って「地域医療」の崩壊
を防ぐ手立てを講じているところである。引き続きご協力をお願いする所
存である。

参照条文：健康保険法施行規則
（被保険者証の交付）
第47条　協会は、厚生労働大臣から、法第三十九条第一項の規定によ

り被保険者の資格の取得の確認を行った又は事業所整理記号及び被保
険者整理番号の変更を行った旨の情報の提供を受けたときは、様式第
九号による被保険者証を被保険者に交付しなければならない。ただ
し、当該情報の提供が、同一の都道府県の区域内における事業所の所
在地の変更に伴い行われたものであるときは、この限りでない。

（注：上記は協会けんぽに係るものである。組合健保や国保、後期高齢
者医療制度等にも同種の規定がある）

参照条文：行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等
に関する法律（いわゆる「マイナンバー法」）

（個人番号カードの発行等）
第16条の 2　機構は、政令で定めるところにより、住民基本台帳に記

録されている者の申請に基づき、その者に係る個人番号カードを発行
するものとする。

全世代型社会保障改革全世代型社会保障改革
事務局長　工藤　浩司

デジタル大臣による、
あまりに唐突な保険証廃止表明

第
11
回

これでいいのか!?
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２
０
２
２
年
４
月
27

日
「
特
別
支
援
学
級
に

在
籍
し
て
い
る
児
童
生

徒
は
、
原
則
と
し
て
週

の
授
業
時
数
の
半
分
以

上
を
目
安
に
、
特
別
支

援
学
級
で
児
童
生
徒
の
障
害
の
状
態

や
発
達
段
階
な
ど
に
応
じ
た
授
業
を

行
う
」
と
、
文
部
科
学
省
が
通
知
し

た
。
皆
が
同
じ
場
所
で
学
ぶ
こ
と
に

意
味
は
な
い
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
。

２
０
２
１
年
９
月
18
日
に
「
医
療

的
ケ
ア
児
及
び
そ
の
家
族
に
対
す
る

支
援
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ

れ
、
保
育
所
や
学
校
に
対
し
、
保
護

者
の
付
き
添
い
が
な
く
て
も
適
切
な

医
療
的
ケ
ア
が
で
き
る
よ
う
に
求
め

ら
れ
て
い
る
。
今
後
、
医
療
的
ケ
ア

が
必
要
な
子
ど
も
た
ち
が
、
普
通
学

校
に
通
う
よ
う
に
な
る
と
願
っ
て
い

る
が
、
そ
の
子
た
ち
は
ほ
ぼ
特
別
支

援
学
級
だ
け
で
教
育
を
受
け
る
こ
と

に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

折
り
し
も
２
０
２
２
年
９
月
９
日
、

国
連
の
障
害
者
権
利
委
員
会
は
、
日

本
の
特
別
支
援
教
育
に
よ
っ
て
、
障

害
の
あ
る
児
童
生
徒
が
通
常
の
環
境

で
の
教
育
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ず
、
隔

離
さ
れ
た
状
態
が
永
続
化
し
て
い
る

こ
と
に
懸
念
を
示
す
な
ど
と
し
た
勧

告
を
発
表
し
た
。そ
し
て
、す
べ
て
の

障
害
あ
る
児
童
生
徒
が
、す
べ
て
の

教
育
レ
ベ
ル
で
合
理
的
配
慮
や
個
別

の
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、十

分
な
予
算
な
ど
を
確
保
し
、質
の
高

い
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
に
つ
い
て

国
家
的
な
計
画
を
採
用
す
る
こ
と
を

日
本
政
府
に
強
く
要
請
し
た
。

当
会
員
の
一
人
が
、
訪
問
診
療
を

し
て
い
る
障
害
を
抱
え
た
高
校
生
を

持
つ
お
母
さ
ん
の
話
を
教
え
て
く
れ

た
。「
願
わ
く
ば
地
域
で
仕
事
が
で

き
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。
分
け
た
教

育
を
し
て
も
、
い
ず
れ
一
緒
に
な
る

な
ら
最
初
か
ら
一
緒
に
と
。
分
け
る

こ
と
が
、
あ
と
か
ら
大
変
に
な
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
と
。
普
通
小
学
校

に
通
え
る
よ
う
に
母
は
が
ん
ば
り
ま

し
た
よ
。
地
域
の
学
校
に
行
く
こ
と

で
、
地
域
で
友
達
や
知
り
合
い
が
で

き
る
。
も
し
災
害
が
お
こ
っ
た
と
し

て
も
、
避
難
所
な
ど
で
大
丈
夫
か
と

声
を
か
け
て
も
ら
え
た
り
す
る
の
で

は
と
願
っ
て
い
ま
す
」。

教
育
現
場
で
の
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足

解
消
な
ど
の
問
題
解
決
を
図
り
な
が

ら
、
障
害
の
あ
る
子
ど
も
や
医
療
的

ケ
ア
児
だ
け
で
な
く
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

Ｑ
、
外
国
人
、
貧
困
な
ど
の
背
景
を

持
っ
た
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
、

そ
の
子
、
そ
の
子
の
特
性
に
鑑
み
、

正
し
い
情
報
と
強
制
さ
れ
な
い
選
択

肢
を
提
示
さ
れ
、
そ
の
時
々
で
特
別

支
援
学
校
、
特
別
支
援
学
級
、
普
通

学
級
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
、
自
己

決
定
が
尊
重
さ
れ
る
地
域
を
創
っ
て

い
き
た
い
と
強
く
思
う
。

10
月
22
日
（
土
）、
井
川
雅

子
氏
（
静
岡
市
立
清
水
病
院
口

腔
外
科
口
腔
顔
面
痛
外
来
）
と

今
井
昇
氏
（
静
岡
赤
十
字
病
院

脳
神
経
内
科
部
長
）
と
の
ダ
ブ

ル
講
師
で
「
原
因
不
明
の
口
腔

顔
面
痛
で
困
っ
た
ら
〜
不
要
な

抜
歯
や
抜
髄
を
し
な
い
た
め
の

鑑
別
診
断
の
知
識
〜
」
が
開
催

さ
れ
た
。

こ
の
企
画
は
２
年
前
の

２
０
２
０
年
５
月
10
日
に
対
面

で
行
う
予
定
に
な
っ
て
い
た

が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
延
期
と
な

り
、
今
回
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開

催
と
な
っ
た
。
北
は
北
海
道
か

ら
南
は
沖
縄
ま
で
、
約
30
都
道

府
県
か
ら
１
２
１
人
の
医
師
・

歯
科
医
師
が
参
加
し
、
関
心
の

高
さ
が
う
か
が
え
た
。
当
初
、

顔
が
見
え
る
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
で
の
開
催
を
予
定

し
て
い
た
が
、
多
く
の
先
生

方
が
聴
講
で
き
る
よ
う
に

ウ
ェ
ビ
ナ
ー
形
式
に
変
更
と

な
っ
た
。

講
演
で
は
、
井
川
先
生
が

症
例
を
報
告
し
、
今
井
先
生

が
解
説
す
る
形
で
進
め
ら
れ

た
。
三
叉
神
経
・
自
律
神
経

性
頭
痛
（
Ｔ
Ａ
Ｃ
ｓ
）、
群
発

頭
痛
、
薬
剤
の
使
用
過
多
に
よ

る
頭
痛
（
Ｍ
Ｏ
Ｈ
）、
三
叉
神

経
痛
、
舌
咽
神
経
痛
、
帯
状
疱

疹
性
神
経
痛
、
口
腔
灼
熱
痛
症

候
群
（
舌
痛
症
）、
特
発
性
顔

面
痛
／
歯
痛
、
巨
細
胞
性
動
脈

炎
（
Ｇ
Ｃ
Ａ
）、
ジ
ス
ト
ニ
ア

と
ジ
ス
キ
ネ
ジ
ア
に
関
す
る
痛

み
の
機
序
を
分
か
り
や
す
く
説

明
さ
れ
た
。

痛
み
の
部
位
ば
か
り
に
目
を

向
け
ず
、
ふ
と
立
ち
止
ま
り
考

え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ん

だ
。
非
歯
原
性
歯
痛
の
特
徴

（
時
期
、
部
位
、
頻
度
、
持
続

時
間
、
症
状
、
随
伴
症
状
、
病

悩
期
間
）
を
聞
き
取
れ
る
問
診

を
身
に
つ
け
て
、
歯
科
医
師
が

陥
り
や
す
い
誤
診
に
注
意
し
た

い
と
思
う
。
ま
た
、
医
科
歯
科

連
携
の
重
要
性
を
改
め
て
感

じ
た
。
講
演
終
了
後
、
質
問
は

30
分
間
途
切
れ
る
こ
と
な
く
続

き
、
会
は
盛
会
の
う
ち
に
お
開

き
と
な
っ
た
。

1		 二類感染症患者入院診療加算（外来診療）が2022年11月1日〜2023年3
月末まで条件付きで延長
二類感染症患者入院診療加算（外来診療）250点は2022年10月末日まで算定

できる取扱いでしたが、以下①〜④のいずれかに該当する場合、2023年 3 月31
日まで引き続き算定できることとされました。

ただし、2022年11月 1 日〜2023年 2 月28日までは250点ですが、2023年 3 月
1 日〜2023年 3 月31日までは147点に引き下げとなります。

①�� 2022年10月13日以降に、新たに、診療・検査医療機関として都道府県から
指定され、その旨が公表されている。

②�� 2022年11月 1 日以降、診療・検査対応時間が、2022年10月13日時点の公表
時間と比べ、一週間あたり30分以上拡充している。

③�� 2022年11月 1 日以降、新たに診療対象患者を過去に通院歴の無い患者にも
拡充している。

④�� 2022年11月 1 日以降、診療・検査対応時間を 1 週間に 8 枠以上確保してい
る。なお、「 1 週間に 8 枠以上」とは、各日の診療・検査対応時間を午前・

午後の半日につき 1 枠とした際に、 1 週間あたりの診療・検査対応時間が合
計 8 枠以上に該当することをいう。

2		 電話等による診療（新型コロナウイルス感染症・臨時的取扱）（147点）
が条件付きで2023年3月31日まで延長
電話等による診療（新型コロナウイルス感染症・臨時的取扱）（公表されて

いる診療･検査医療機関等において重症化リスクの高い患者を電話等診療した
場合の加算）は2022年10月31日までで終了予定でしたが、条件付きで2023年 3
月31日まで延長されました。

従前の算定要件に加え、以下⑴〜⑷の要件が追加されています。
⑴�� 一連の診療において初回の電話等診療に限り算定できる。
⑵�� 電話や情報通信機器を用いて新型コロナに係る診療を行うことが可能であ

る旨を自院や自治体のホームページ等で公表している。
⑶�� 季節性インフルエンザに対応する体制を有している。
⑷�� 以下①②のいずれかに該当する。

①�� 2022年11月 1 日以降、12月31日までに、新たに、電話や情報通信機器を
用いた新型コロナの診療を開始した。

②�� 2022年10月31日以前から電話や情報通信機器を用いた新型コロナウイル
ス感染症の診療を行っていた医療機関であって、
•��� 1 週間に 8 枠以上、かつ
•��� 当該医療機関が表示する診療時間以外の時間又は土曜日若しくは休日

の 3 時間以上
電話や情報通信機器を用いた新型コロナウイルス感染症の診療を行うことが

可能な体制を有している。なお、「 1 週間に 8 枠以上」とは、1④と同様である。

障
害
が
あ
っ
て
も

　
一
緒
に
学
校
で

�

勉
強
で
き
る
体
制
を

講師の井川雅子氏

講師の今井昇氏

医科歯科隣接医学講演会

原因不明の口腔顔面痛
� 多様な痛みの機序を分かりやすく

副会長　小島　登（内灘町・歯科）

新型コロナ特例

二類感染症患者入院診療加算
（外来診療）250点が条件付き
で2023年3月末まで延長
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制
度
に
繋
ぐ
前
の
場
所

10
月
13
日
、
秋
晴
れ
の
お

昼
、「
地
域
の
目
と
な
り
、
手

と
な
り
、
耳
と
な
れ
る
よ
う
な

場
を
提
供
し
た
い
」
と
の
思
い

か
ら
名
づ
け
ら
れ
た
「
お
し
ゃ

べ
りcafe

め
て
み
み
」
を
訪
問

し
た
。
見
た
目
は
普
通
の
喫
茶

店
だ
が
、
実
は
「
人
に
と
っ
て

ケ
ア
と
は
何
か
」
と
い
う
視
点

で
、
ユ
ニ
ー
ク
で
多
彩
な
活
動

に
取
り
組
む
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ

た
喫
茶
店
で
あ
る
。
今
回
の
取

材
は
「
10
種
類
以
上
の
野
菜
を

使
っ
た
週
替
わ
り
ラ
ン
チ
」
と

コ
ー
ヒ
ー
を
い
た
だ
い
た
後
、

西
﨑
ご
夫
婦
が
３
年
前
に
そ
れ

ま
で
の
職
場
を
離
れ
、
突
如
と

し
て
開
業
に
至
っ
た
き
っ
か
け

か
ら
伺
っ
た
。

そ
れ
は
西
﨑
真
奈
美
さ
ん
が

同
居
の
母
の
介
護
か
ら
看
取
り

ま
で
を
経
験
し
た
こ
と
が
発
端

だ
っ
た
と
か
。
も
と
も
と
社
会

福
祉
士
と
し
て
介
護
の
現
場
を

経
験
し
、
そ
の
後
に
保
険
医
協

会
の
事
務
局
員
と
し
て
も
医

療
・
福
祉
分
野
を
中
心
に
仕
事

を
し
て
き
た
。
専
門
職
と
し

て
、
多
く
の
介
護
家
族
な
ど
の

相
談
に
乗
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア

ド
バ
イ
ス
や
意
見
も
発
信
し
て

き
た
。
し
か
し
、
い
ざ
自
分
自

身
が
介
護
の
当
事
者
に
な
っ
た

時
、
介
護
さ
れ
る
側
の
思
い
や

要
望
に
応
え
き
れ
て
い
な
か
っ

た
か
も
し
れ
な
い
と
の
思
い
が

生
ま
れ
た
。
専
門
職
と
し
て
自

分
は
、
相
談
者
の
不
安
な
心
に

寄
り
添
い
、
本
人
の
意
思
決
定

が
全
う
で
き
る
よ
う
に
時
間
を

か
け
て
関
わ
っ
て
き
た
つ
も
り

で
は
あ
っ
た
が
、
既
存
制
度
の

中
で
は
介
護
保
険
の
各
種
サ
ー

ビ
ス
な
ど
に
つ
な
ぐ
業
務
に
忙

殺
さ
れ
、
制
度
と
し
て
の
相
談

業
務
に
限
界
が
あ
る
の
で
は
…

と
い
う
思
い
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
は
じ
め
か
ら
相

談
す
る
人
さ
れ
る
人
と

い
う
上
下
関
係
が
生
ま

れ
や
す
い
福
祉
関
係
機

関
に
出
向
く
の
は
敷
居

が
高
す
ぎ
る
の
で
は
、

と
感
じ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
た
。
介
護
家
族
に

と
っ
て
医
療
や
福
祉
の

制
度
に
つ
な
が
る
前
の

段
階
か
ら
、
家
族
の
思

い
に
寄
り
添
い
、
介
護

に
関
す
る
情
報
を
交
換

で
き
る
場
が
あ
れ
ば
生

き
方
の
選
択
肢
が
増
え

て
い
く
と
感
じ
、
そ
ん

な
場
所
が
な
い
な
ら
自

分
で
作
っ
て
や
ろ
う
と

の
思
い
を
具
現
化
し
よ

う
と
し
た
結
果
が
、
社

会
福
祉
士
が
い
る
カ

フ
ェ
だ
っ
た
。
飲
食
店

な
ら
ば
、
ど
ん
な
年
齢
や
職
業

の
人
に
と
っ
て
も
敷
居
は
低

い
。
地
域
の
人
が
気
楽
に
出
入

り
し
、
お
し
ゃ
べ
り
す
る
中
で

自
然
に
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の

場
が
生
ま
れ
る
の
で
あ
る
。

喫
茶
店
が
考
え
る
ケ
ア
会
議

開
業
当
初
は
飲
食
業
の
厳
し

さ
と
肉
体
労
働
の
激
し
さ
に
慣

れ
る
こ
と
に
精
い
っ
ぱ
い
だ
っ

た
が
、
２
年
が
経
過
す
る
と
仕

事
に
も
少
し
ず
つ
慣
れ
て
き

た
。
二
人
は
仕
込
み
を
し
な
が

ら
「
ケ
ア
」
や
「
本
人
の
自
己

決
定
の
尊
重
」
な
ど
自
分
た
ち

が
関
心
の
あ
る
テ
ー
マ
に
つ
い

て
議
論
を
重
ね

る
中
で
、
ケ
ア

と
い
う
言
葉
を

も
っ
と
身
近
な

も
の
に
し
た

い
と
い
う
思

い
か
ら
「
喫
茶

店
が
考
え
る
ケ

ア
会
議
」
な
る
も
の
を
始
め
る

に
至
っ
た
。
今
年
４
月
に
は
第

１
回
と
し
て
宗
教
者
と
医
療
者

を
招
い
て
ケ
ア
に
つ
い
て
語
り

合
う
会
を
開
催
し
、
十
分
な
手

ご
た
え
が
あ
っ
た
。
10
月
に

は
「
不
登
校
か
ら
考
え
る
子
ど

も
の
自
己
決
定
」
を
テ
ー
マ
に

第
３
回
を
開
催
す
る
に
至
っ
て

い
る
。
紹
介
し
き
れ
な
い
ほ

ど
、
飲
食
以
外
の
活
動
は
実
に

ユ
ニ
ー
ク
で
多
彩
な
も
の
が
あ

る
。
お
客
さ
ん
だ
け
で
な
く
、

地
域
の
方
と
の
交
流
も
増
え

た
。
実
際
、
店
の
内
壁
に
目
を

凝
ら
せ
ば
、
医
療
・
福
祉
に
限

ら
ず
、
地
域
で
活
動
す
る
人
た

ち
の
多
く
の
広
報
物
が
目
に
留

ま
る
。

そ
ん
な
「
め
て
み
み
」
だ

が
、
ま
だ
ま
だ
発
展
途
上
に
あ

り
、
運
営
形
態
も
変
化
す
る
予

感
が
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
地
域

の
人
々
と
共
に
年
を
重
ね
て
い

き
た
い
と
の
姿
勢
は
変
わ
ら
な

い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

最
後
に
西
﨑
史
人
さ
ん
の
、

自
ら
の
発
言
を
抑
制
し
、
知
ら

ず
に
相
手
に
最

後
ま
で
語
ら
せ

き
る
技
量
に
は

大
い
に
敬
服
し

た
。
見
習
い
た

い
く
ら
い
で
あ

る
。
ひ
ょ
っ
と

す
る
と
、
多
職

種
連
携
の
基
本

の
一
つ
が
、
こ

の
「
聴
く
力
」

な
の
か
も
し
れ

な
い
。「
め
て

み
み　

金
沢
」

と
検
索
す
る
と
簡
単
に
出
て
く

る
の
で
、
読
者
の
皆
さ
ま
に
も

気
楽
に
訪
問
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

医療 福祉の

《第21回》

お
し
ゃ
べ
りcafe

め
て
み
み

地
域
の
目
、手
、耳
と
な
る

 

社
会
福
祉
士
が
い
る
カ
フェ

エキスパート
訪問

【
取
材
先
】 お
し
ゃ
べ
り cafe 

め
て
み
み

 

西
﨑
史
人
さ
ん
、西
﨑
真
奈
美
さ
ん

【
取

　材
】 医
療
福
祉
部
取
材
班

民家を改装した居心地良い店内で取材させていただいた

西﨑真奈美さん

西﨑史人さん

写真教室やヨガ教室など多彩な活動が

10種類以上の野菜を使った週替わりランチ

おしゃべりcafeめてみみ

（
問
題
は
10
面
に
あ
り
ま
す
）

黒
１
か
ら
３
、
５
が
好
手
順
。
白
６
に

黒
７
で
白
死
で
す
。
黒
１
で
２
は
白
１
黒

イ
白
５
黒
７
白
４
以
下
コ
ウ
。
黒
３
で
７

は
白
イ
。
黒
５
で
７
は
白
５
で
白
生
き
で

す
。

囲

解
答

碁

☗
１
五
桂
☖
２
二
玉
☗
１
二
歩

成
☖
同
香
☗
１
一
角
☖
同
玉
☗

２
三
桂
不
成
☖
２
二
玉
☗
３
一

飛
成
☖
２
三
玉
☗
２
四
金
ま
で

11
手
詰
。

〈
解
説
〉
３
手
目
☗
１
二
歩
成

が
好
手
で
す
。
☖
１
二
同
玉
な

ら
☗
２
三
角
以
下
の
詰
み
で

す
。
５
手
目
☗
１
一
角
が
う
ま

い
決
め
手
で
、
☖
同
玉
に
☗
２

三
桂
不
成
以
下
手
順
の
追
詰
と

な
り
ま
す
。

将
棋
解
答

（
問
題
は
10
面
に
あ
り
ま
す
）

「
数
独
」の
解
答

9
＋
8
で
、答
え
は「
17
」

（
問
題
10
面
）

おしゃべりcafe めてみみ
金沢市暁町11-27
ホームページ　https://metemimi.com/
営業時間	 （水〜日）10:00〜17:00
	 （月・火）定休

休業保障共済保険に
ご加入の先生方へ
ケガ・疾病により休業された場合
入院は１日目から（免責０日）、自宅療養は４日目
から（免責３日間）傷病手当金が給付されます！
休業される事態が生じた場合は、
速やかに保険医協会事務局までご連絡ください。
 新型コロナウイルス感染症も給付対象です
（新型コロナによる休業中に親族以外の医師の診療を受
け（電話、オンライン含む）、所定の証明書を提出していただ
く必要があります）

石川県保険医協会
電話(076)222-5373　FAX(076)231-5156

石 川 保 険 医 新 聞 2022年11月15日（毎月15日発行）（4）第607号



「
コ
ロ
ナ
禍
と
開
業
医
〜
な

ぜ
、『
か
か
り
つ
け
医
機
能
』

が
果
た
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と

批
判
さ
れ
る
の
か
、
そ
の
真
相

を
問
う
」
と
銘
打
っ
た
講
演
会

が
10
月
１
日
（
土
）
に
オ
ン
ラ

イ
ン
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講

師
は
保
団
連
副
会
長
・
岐
阜
県

保
険
医
協
会
会
長
の
竹
田
智
雄

先
生
で
し
た
。
日
本
は
病
床
数

が
欧
米
に
比
し
て
多
い
の
に
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

患
者
の
受
け
入
れ
が
困
難
な
の

は
、
医
療
機
関
の
受
け
入
れ
体

制
に
問
題
が
あ
る
と
ま
こ
と
し

や
か
に
語
ら
れ
、「
医
療
機
関

バ
ッ
シ
ン
グ
」
が
行
わ
れ
た
時

期
が
あ
り
ま
し
た
が
、
欧
米
と

同
じ
基
準
で
い

う
急
性
期
病
床

は
、
日
本
は
む

し
ろ
少
な
く
、

医
師
数
も
看
護

師
数
も
少
な
い

と
い
う
歴
然
と

し
た
事
実
の
前

に
消
え
て
い
き

ま
し
た
。
し
か

し
、
か
か
り
つ

け
医
機
能
が
果

た
さ
れ
な
か
っ

た
と
い
う
意
見

は
、
日
本
の
医

療
制
度
に
大
き

な
変
化
を
も
た
ら
し
う
る
、
登

録
制
の
か
か
り
つ
け
医
制
度
の

話
が
出
る
ま
で
に
な
っ
て
お

り
、
そ
の
点
に
つ
い
て
き
ち
ん

と
批
判
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
の
考
え
か
ら
、
今
回
の
講
演

会
を
企
画
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
制
度
化
、
法
制
化
と

い
う
か
た
ち
で
は
な
く
、
１
人

の
医
師
に
よ
る
中
心
的
な
対
応

か
ら
複
数
医
師
の
連
携
ま
で
か

か
り
つ
け
医
機
能
が
発
揮
さ
れ

る
さ
ま
ざ
ま
な
形
を
正
当
に
機

能
評
価
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
い
う
保
団
連
の
考
え
方
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
次
い
で
、

「
か
か
り
つ
け
医
」
機
能
を
め

ぐ
る
問
題
と
し
て
、
①
平
時

の
あ
り
方
と
新
興
感
染
症
な
ど

有
事
対
応
の
次
元
は
区
別
す
べ

き
、
②
機
能
を
果
た
す
た
め
に

も
マ
ン
パ
ワ
ー
確
保
が
必
要
、

③
「
か
か
り
つ
け
医
」
機
能
は

医
師
と
患
者
の
信
頼
関
係
が
前

提
で
最
初
に
制
度
あ
り
き
で
は

な
い
、
④
専
門
が
異
な
る
医
療

機
関
が
連
携
し
て
患
者
を
支
え

て
い
る
の
が
現
状
で
英
国
モ
デ

ル
は
非
現
実
的
、
な
ど
が
指
摘

さ
れ
ま
し
た
。

講
演
は
開
業
医
が
実
際
に
コ

ロ
ナ
対
応
を
ど
う
行
っ
て
き
た

か
に
移
り
、
テ
レ
ビ
報
道
さ
れ

た
竹
田
先
生
の
コ
ロ
ナ
対
応
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
経
済

新
聞
が
報
じ
た
「
政
府
が
新
型

コ
ロ
ナ
対
策
を
検
証
す
る
た
め

に
こ
の
ほ
ど
立
ち
上
げ
た
有
識

者
会
議
で
も
か
か
り
つ
け
医
は

も
っ
と
活
躍
で
き
た
の
で
は

な
い
か
と
い
う
指
摘
」
の
記
事

を
、
自
ら
の
実
践
を
も
っ
て
論

破
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
そ
の

実
践
の
中
で
明
ら
か
に
な
っ
た

コ
ロ
ナ
対
応
医
療
の
問
題
点
と

解
決
策
を
、
岐
阜
県
に
複
数
回

要
請
し
、
記
者
会
見
を
行
っ
た

こ
と
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

セ
カ
ン
ダ
リ
ー
ケ
ア
を
持
っ

て
開
業
し
、
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
ケ

ア
も
担
っ
て
い
る
わ
が
国
の
医

療
提
供
体
制
を
も
と
に
し
た
、

真
に
患
者
さ
ん
に
役
立
ち
喜
ば

れ
る
地
域
医
療
体
制
の
構
築
を

進
め
て
い
こ
う
と
い
う
思
い
が

伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

10
月
20
日
（
木
）
に
第
59
回

よ
ろ
ず
勉
強
会
が
朝
倉
英
策
氏

（
金
沢
大
学
附
属
病
院
高
密
度

無
菌
治
療
部
・
血
液
内
科
）
に

よ
り
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
と
血
栓
症
・
凝
固
異
常

症
」
と
題
し
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
第
７
波
が
去
り
、
全
数
把

握
も
不
要
と
な
り
、
軽
症
者
が

多
い
た
め
普
通
の
風
邪
の
よ
う

な
イ
メ
ー
ジ
に
な
っ
た
た
め
で

し
ょ
う
か
、
13
人
の
参
加
と
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
朝
倉
氏

の
講
演
を
お
聞
き
す
る
に
つ

れ
、
や
は
り

と
ん
で
も
な

い
ウ
イ
ル
ス

で
あ
る
こ
と

を
再
認
識
さ

せ
ら
れ
ま

し
た
。

深
部
静
脈

血
栓
が
肺
に

飛
ぶ
こ
と
は

知
っ
て
い
ま

し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
は
肺
の

血
管
自
体
で
血
栓
を
作
る
こ
と

も
あ
り
、
そ
れ
ば
か
り
か
動
脈

硬
化
の
な
い
健
常
な
冠
動
脈
や

大
動
脈
に
累
々
と
凝
血
塊
を

作
っ
た
症
例
や
逆
に
出
血
が
深

刻
な
症
例
な
ど
が
紹
介
さ
れ
、

体
の
震
え
が
止
ま
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
こ
れ
は
ウ
イ
ル
ス
自

体
が
血
管
内
皮
を
障
害
す
る
と

い
う
よ
り
、
サ
イ
ト
カ
イ
ン
ス

ト
ー
ム
が
成
せ
る
業
と
の
説
が

有
力
だ
そ
う
で
す
。
氏
は
、
ま

だ
ウ
イ
ル
ス
が
出
現
し
て
間
も

な
い
２
０
２
０
年
10
月
号
の
ラ

ン
セ
ッ
ト
姉
妹
誌
に
投
稿
さ
れ

て
お
り
、
先
見
性
に
驚
か
さ
れ

ま
す
。

ま
た
、
播
種
性
血
管
内
凝
固

を
含
む
血
栓
症
・
凝
固
異
常
症

に
お
い
て
、
Ｐ
Ｔ
や
Ａ
Ｐ
Ｔ
Ｔ

の
検
査
だ
け
で
は
不
十
分
で
、

Ｄ
ダ
イ
マ
ー
（
Ｆ
Ｄ
Ｐ
）
と

フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
を
測
定
す
る

こ
と
の
大
事
さ
を
繰
り
返
し
強

調
さ
れ
ま
し
た
。
氏
は
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
を
推
奨
し
な
が
ら
も

副
反
応
と
し
て
の
免
疫
性
血
小

板
減
少
症
（
Ｉ
Ｔ
Ｐ
）
の
症

状
の
激
し
さ
を
指
摘
し
、
さ
ら

に
Ｉ
Ｔ
Ｐ
の
再
燃
も
１
〜
２
割

あ
る
そ
う
で
す
。
質
疑
応
答
で

は
、
日
常
診
療
に
お
け
る
血
栓

症
に
関
す
る
質
問
も
少
な
く
な

く
、
Ｄ
ダ
イ
マ
ー
が
少
し
で
も

高
け
れ
ば
深
部
静
脈
血
栓
症
を

疑
っ
て
血
管
エ
コ
ー
を
行
う
こ

と
を
推
奨
さ
れ
ま
し
た
。
来
る

で
あ
ろ
う
第
８
波
の
前
に
ぜ
ひ

聴
い
て
お
き
た
い
講
演
会
で

し
た
。

さ
て
次
回
の
よ
ろ
ず
勉
強

会
は
２
０
２
３
年
１
月
19
日

（
木
）
に
北
陸
先
端
科
学
技
術

大
学
院
大
学
保
健
管
理
セ
ン

タ
ー
教
授
の
古
川
健
治
氏
に
よ

る
「
糖
尿
病
の
治
療
は
変
わ
っ

た
み
た
い
! ?�

〜
最
新
の
治
療

戦
略
〜
」
で
す
。
ご
期
待
く
だ

さ
い
。

◆詳細・申し込みは同封の案内チラシをご覧ください。

社会保障セミナー・シンポジウム2022

格差・不平等と人権

登壇者 井上 英夫 氏 （金沢大学名誉教授）

金沢市生活支援課の方 （詳細調整中）

大塚 哲司 氏 （児童養護施設 梅光児童園園長）

大川 義弘 氏 （城北クリニック院長、保険医協会副会長）

平田 米里 氏 （平田歯科医院院長、保険医協会副会長）

─とくに子どもをめぐって（仮）
と　き 2022年12月18日（日）

ところ Zoomにてオンライン開催
午前10時～午後0時30分

対　象 どなたでも
参加費 無料

◆詳細・申し込みは同封の案内チラシをご覧ください。

第60回 なんでも学術！なんでも回答?なんでも学術！なんでも回答?

よろず勉強会よろず勉強会

オンライン会議システム（Zoom）
または石川県保険医協会・会議室

ところ

と　き 2023年1月19日（木）
19:30～21:00

糖尿病の治療は変わったみたい！？
～最新の治療戦略～
講師　古川 健治氏

北陸先端科学技術大学院大学保健管理センター教授

講師の朝倉英策氏

講師の竹田智雄先生

第
59
回
な
ん
で
も
学
術
！
な
ん
で
も
回
答
？
よ
ろ
ず
勉
強
会

深
刻
な
血
栓
症
を
引
き
起
こ
す

�

新
型
コロ
ナ
の
サ
イ
ト
カ
イ
ン
ス
ト
ー
ム

副
会
長
　
小
川
　
滋
彦
（
金
沢
市
・
内
科
）

コロナ禍と開業医
� 「医療機関バッシング」に対峙して

副会長　大川　義弘（金沢市・内科）

在 宅 医 療 講 演 会

新型コロナウイルス感染症
外来	公費負担医療請求ガイド
自宅療養者は行政検査とは別の公費負担医

療制度により新型コロナに関する診療の自己
負担が公費負担となります。制度の概要、明
細書記載のほか、外来で診療した際の特例加
算も掲載しています。以下のURL、QRコー
ドより閲覧ください。

https://ishikawahokeni.jp/cov19-kouhi/

石 川 保 険 医 新 聞 第607号（5）2022年11月15日（毎月15日発行）



い
ま
だ
猛
威
を
振
る
っ
て
い

る
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
皆
様
日
々

の
業
務
に
精
励
さ
れ
て
い
る
こ

と
と
存
じ
ま
す
。

大
本
山
總
持
寺
祖
院
で
は
、

今
年
を
『
７
０
０
年　

延
年
之

章
』
と
銘
打
ち
、
昨
年
開
催
で

き
な
か
っ
た
様
々
な
イ
ベ
ン
ト

を
行
っ
て
お
り
ま
す
（
写
真

１
、２
）。
お
時
間
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

さ
て
、
今
回
は
本
業
の
「
輪

島
歯
科
医
師
会
」
の
活
動
を
ご

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

昨
年
の
10
月
28
日
に
『
市
立

輪
島
病
院
と
医
科
歯
科
連
携
協

定
』
を
締
結
い
た
し
ま
し
た

（
写
真
３
）。
石
川
県
内
で
は
、

「
公
立
羽
咋
病
院
と
羽
咋
歯
科

医
師
会
」
に
続
き
、
２
例
目
と

な
り
ま
す
。
品
川
誠
市
立
輪
島

病
院
院
長
は
じ
め
関
係
各
位
の

ご
理
解
と
ご
協
力
の
賜
物
と
感

謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の

協
定
に
よ
り
、
市
立
輪
島
病
院

に
通
院
お
よ
び
入
院
の
患
者
様

の
み
な
ら
ず
、
広
く
市
民
の
皆

様
の
ご
健
康
と
質
の
高
い
生
活

の
実
現
に
、
少
し
で
も
お
役
に

立
て
る
よ
う
双
方
協
力
し
合

い
、
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。

こ
の
た
び
、
９
月
22
日
に
輪

島
市
議
会
に
お
い
て
「
輪
島
市

歯
科
口
腔
保
健
の
推
進
に
関
す

る
条
例
」
が
、
全
会
一
致
・
可

決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま

た
、
県
内
で
は
金
沢
市
に
次
い

で
２
例
目
と
な
り
ま
す
（
羽
咋

歯
科
医
師
会
、
金
沢
歯
科
医
師

会
様
の
ご
指
導
を
仰
げ
た
こ
と

が
、
早
期
の
実
現
に
つ
な
が
っ

た
、
と
深
く
感
謝
い
た
し
て
お

り
ま
す
）。
こ

の
条
例
は
、
先

の
輪
島
病
院

と
の
医
科
歯
科

連
携
を
補
完
す

る
も
の
で
も
あ

り
ま
す
。
さ
ら

に
は
、
市
民
の

皆
様
の
健
康
で

質
の
高
い
生
活

の
実
現
の
た
め

に
、
よ
り
一
層

役
立
つ
も
の
に

な
る
と
確
信
し

て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
、
輪
島

歯
科
医
師
会
も

率
先
し
て
協
力
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

金
沢
市
を
見
習
い
「
就
学
児

フ
ッ
素
洗
口
」（
当
市
は
、
我
々

の
先
輩
方
の
尽
力
で
20
年
以
上

前
か
ら
保
育
園
で
の
フ
ッ
素
洗

口
は
、
１
０
０
％
実
施
）
の
推

進
の
後
押
し
に
な
れ
ば
、
と
思

い
ま
す
が
、
な
か
な
か
ハ
ー
ド

ル
が
高
く
て
…
。

「
口
腔
の
健
康
は
全
身
の
健

康
に
つ
な
が
る
」

「
骨
太
の
方
針
」
に
初
め

て
こ
の
文
言
が
記
載
さ
れ
た

２
０
１
７
年
か
ら
、
政
府
は
口

腔
の
健
康
を
疾
病
や
介
護
予

防
や
健
康
づ
く
り
と
い
う
視

点
で
重
視
し
て
き
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
先
日
「
骨
太
方
針

２
０
２
２
」
が
閣
議
決
定
さ

れ
、「
国
民
皆
歯
科
健
診
」
の

具
体
的
検
討
の
推
進
が
盛
り
込

ま
れ
ま
し
た
。
歯
科
が
胎
児

（
歯
は
、
胎
生
期
に
作
り
始
め

ら
れ
ま
す
）
か
ら
生
涯
に
わ
た

る
「
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
ヘ
ル
ス
ケ

ア
」
に
関
り
、
様
々
な
生
活
習

慣
病
の
発
症
や
重
症
化
予
防
に

寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

痛
く
な
く
て
も
定
期
的
な
歯
科

受
診
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

「
明
日
は
、
歯
科
医
院
の
扉

を
開
け
て
！
」

くちばしがオスでは黒、メスでは下くちばしに赤みが残る。成鳥では足
が赤いが幼鳥では暗褐色、羽色も鮮やかさに欠ける。「清流の宝石」とも
いわれ野鳥ファンの憧れの
的だが、清流以外の公園の
池でも観察される。

私の観察拠点の一つの普
正寺にある「ササゴイの池」
はサギが歩ける程度の浅さ
で周囲からの流れ込む水で
成り立っている。多少の濁
りがあるが汚水ではない。
観察舎の掲示板情報を頼り
に足しげく通って数年後に
ようやく対面できた。運が
良ければ池の奥から水面近
くをスイスイと飛んで手

前の杭に止まってくれる。距離は30mほどあるが絶好の撮影ポイントだ。
チャンス到来とばかりに人々はシャッターを押し続ける。兼六園の瓢池や
河北潟、木場潟などでも会える。翡

かわ

翠
せみ

を始め野鳥たちが安心できる水場の
ある自然環境を後世に残しておきたいものだ。

その一方で人類はプルトニウムを造り出し、核兵器の原料はあり余るほ
どに溜まっている。日本に初めて原発が出来たのは1963年。それから約60
年が経つ現在、いまだに核廃棄物の安全な処理方法がなく、「便所のない
マンション」に例えられる原発が廃炉とされずにたくさん残っている。翡
翠と幸せの青い鳥の関係は…後世に残す豊かな自然にありかな。

写真１　大本山總持寺「延年之章」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 写真２　總持寺祖院での和傘の

ライトアップイベント「ワガサイロ」

写真４　輪島市歯科口腔保健の推進に関する
条例の報道（北國新聞2022年9月23日）

写真３　市立輪島病院と医科歯科連携協定

村田　祐一（金沢市・小児科）

「青い
鳥」を求めて

第5回カワセミ（カワセミ科・全長17cm）

�

松
原
　
完
也
（
輪
島
市
・
歯
科
）

輪
島
市
歯
科
口
腔
保
健
の
推
進
に
関
す
る
条
例

口
腔
の
健
康
が

�

全
身
の
健
康
に

会員投稿
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今
回
、
同
組
と
し
て
一
緒
に

ラ
ウ
ン
ド
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
、
平
田
米
里
先
生
、
斉
藤

典
才
先
生
、
大
平
三
四
郎
先

生
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
ま
た
、
別
組
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
プ
レ
ー
さ
れ
て
い
た

長
哲
也
先
生
、
蓮
池
徹
先
生
、

宮
本
智
行
先
生
、
雨
の
中
お
疲

れ
様
で
し
た
。
こ
の
日
は
悪
天

候
だ
っ
た
た
め
、
皆
さ
ん
が
本

来
の
実
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が

難
し
い
状
況
で
し
た
。
そ
の
中

で
、
幸
運
に
も
私
は
ベ
ス
ト
に

近
い
ス
コ
ア
を
出
せ
た
た
め
、

上
位
に
入
る
こ
と
が
で
き
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。

普
段
の
ゴ
ル
フ
の
ラ
ウ
ン
ド

は
趣
味
の
ビ
リ
ヤ
ー
ド
仲
間
と

一
緒
に
ラ
ウ
ン
ド
す
る
こ
と
が

多
く
、
決
ま
っ
た
ゴ
ル
フ
場
で

プ
レ
ー
す
る
と
い
う
よ
り
か
は

様
々
な
ゴ
ル
フ
場
で
プ
レ
ー
し

て
い
る
た
め
、
ゴ
ル
フ
場
そ
れ

ぞ
れ
の
地
形
や
コ
ー
ス
の
癖
が

な
か
な
か
覚
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
も
み
ん
な
と
は
多
少
ス

コ
ア
を
気
に
し
つ
つ
も
、
楽
し

く
プ
レ
ー
し
て
い
ま
す
。

私
自
身
ま
だ
ゴ
ル
フ
歴
５
年

ぐ
ら
い
で
、
飛
距
離
く
ら
い
し

か
取
り
柄
が
な
い
の
で
、
先
生

方
の
よ
う
な
シ
ョ
ッ
ト
の
精

度
、
グ
リ
ー
ン
周
り
の
う
ま

さ
、
パ
ッ
テ
ィ
ン
グ
技
術
を
身

に
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
今
よ
り
も
技
術

が
身
に
付
い
て
狙
い
通
り
の

球
が
打
て
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

も
っ
と
楽
し
く
な
る
と
思
う
の

で
、
よ
り
練
習
に
励
ん
で
い
き

た
い
で
す
。

前
回
は
朱
鷺
の
台
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ
、
今
回
は
白
山
カ

ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
（
松
風
コ
ー

ス
）
と
、
と
て
も
お
も
し
ろ
い

コ
ー
ス
を
ラ
ウ
ン
ド
さ
せ
て
い

た
だ
け
て
と
て
も
嬉
し
か
っ
た

で
す
。
ま
た
来
年
こ
の
よ
う

な
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が
あ
っ
た

ら
、
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
繰
り
返
し
に
な
り
ま
す

が
、
今
回
一
緒
に
プ
レ
ー
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
６
名
の
先
生

方
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

後列右から２人目が島田俊彦さん

石川保険医新聞
2023年新年号原稿募集

★募集テーマ★

今年やってみたいこと

原稿の送り方
◆字数は８００字以内（厳守）

原稿関連の写真がありましたら、必ず写真説明（５０字程度）を記して同送して
ください。

◆原稿締め切りは１２月９日（金）正午・必着
　締め切り後に入稿の原稿は、２月号以降に掲載させていただきます。
◆原稿はデータをメールにてお送りください。メールでの送付が難しい場合は、

郵送・ＦＡＸでも受け付けております。
　メールアドレス　ishikawa-hok@doc-net.or.jp
　ＦＡＸ番号　０７６（２３１）５１５６
　住所　〒920-0853　金沢市本町2-11-7 金沢フコク生命駅前ビル7階
◆投稿は保険医協会会員ご本人のほか、会員ご家族からも受け付けております。
◆掲載させていただきました場合は、薄謝（図書カード）をお送りいたします。

『石川保険医新聞』2023年新年号の原稿募集テー
マは「今年やってみたいこと」です。
コロナ禍でなかなかできずにいたこと、2023年に挑
戦してみたいことなど、会員の皆さまの今年やってみた
い様 な々ことについてぜひご寄稿ください。（編集部）

　
島
田
　
俊
彦
（
歯
科
技
工
士
）

幸
運
に
も
ベ
ス
ト
に
近
い
ス
コ
ア

今年の石川県保険医協会ゴルフコンペは10月10日（月・祝（スポーツの日））に
白山カントリー倶楽部松風コースで32人の参加で開催…するつもりでしたが、残
念ながら雨天中止となりました。スポーツの日はもともと体育の日と言って、この
日（今年は10月の第 2月曜がたまたま10月10日に重なったもの）は晴れの日が多
いイメージでしたが、石川県には雷・大雨・強風注意報が出されるような状況でし
た。そうした中、多くの参加予定者が白山カントリー倶楽部まで足を運んでいただ
き、参加費を払って参加賞のフルーツセットをお持ち帰りいただき感謝していま
す。また、こんな悪天候でも 7名の方がラウンドすることを選択し、和気あいあ
いとプレーに励みました。結果、惜しくも長哲也先生に敗れはしたものの、素晴ら
しいプレーを見せてくれた歯科技工士の島田俊彦さんに原稿を依頼しました。

理事　斉藤　典才（金沢市・外科）

ゴルフコンペは雨天中止
　　　でも和気あいあいとプレー

10月 1 日から一部の75歳以上の窓口負担が 2 割となり、外来の窓口負担では 1 カ月の医療費が3,000点を超える場合に一部負担金を「 1 割+3,000円」�
とする「配慮措置」が設けられました。 1 カ月の外来の診療報酬点数の合計が3,000点以下の場合は配慮措置は適用されず 2 割負担です。3,001点〜
1 万5,000点で配慮措置（ 1 割+3,000円）が適用され、 1 万5,001点以上で高額療養費適用（月額上限18,000円）となります。
「配慮措置」が適用される場合、患者からは 1 円単位で徴収します。「配慮措置」は高額療養費の仕組みを使って実施されており、高額療養費では従来

より 1 円単位での徴収を行うとされているためです。厚労省の資料より事例を掲載します。

一部の75歳以上の窓口負担2割化
配慮措置適用の場合は1円単位で徴収
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Ｃ
Ｔ
・
核
医
学
検
査
の
が
ん

リ
ス
ク
に
つ
い
て
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
や
韓
国
か
ら
大
規
模
な

コ
ホ
ー
ト
研
究
（
０
〜
19
歳
の

若
者
が
対
象
）
が
報
告
さ
れ
て

い
る

⑴ 

⑵
。
こ
れ
ら
の
論
文
に

つ
い
て
視
点
を
変
え
て
別
の
角

度
か
ら
考
察
し
て
み
た
。

毛
細
血
管
拡
張
性
小
脳
失
調

症
（A

taxia�telangiectasia;�
A
T

）
と
い
う
小
児
疾
患
が
あ

る
。
こ
れ
は
乳
幼
児
期
か
ら
の

進
行
性
小
脳
失
調
や
皮
膚
・
眼

球
結
膜
の
毛
細
血
管
拡
張
、
免

疫
不
全
な
ど
の
異
常
を
伴
う
常

染
色
体
潜
性
遺
伝
（
劣
性
遺

伝
）
性
疾
患
で
あ
る

⑶
。
そ
し

て
、
悪
性
リ
ン
パ
腫
・
白
血

病
の
発
生
頻
度
が
通
常
よ
り

１
０
０
〜
２
５
０
倍
も
高
い
こ

と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
他

の
が
ん
で
は
乳
が
ん
が
多
く
、

続
い
て
大
腸
が
ん
、
肺
が
ん
、

前
立
腺
が
ん
、
膀
胱
が
ん
、
膵

臓
が
ん
、
子
宮
体
が
ん
、
卵
巣

が
ん
、
胃
が
ん
、
口
咽
頭
が

ん
、
甲
状
腺
が
ん
、
悪
性
黒
色

腫
な
ど
が
あ
る

⑷
。

な
ぜ
Ａ
Ｔ
で
は
が
ん
の
発
症

が
多
い
の
だ
ろ
う
か
？　

実
は

染
色
体
の
中
に
が
ん
化
を
防

ぎ
、
健
康
を
維
持
す
る
た
め
の

大
切
な
遺
伝
子
が
存
在
し
Ａ
Ｔ

Ｍ
（A

taxia�telangiectasia�
m
utated

）
遺
伝
子
と
命
名
さ

れ
て
い
る
と
の
こ
と
。
こ
の
遺

伝
子
は
11
番
染
色
体
長
腕
に

マ
ッ
プ
さ
れ
て
お
り
、
66
個
も

の
エ
ク
ソ
ン
数
を
持
つ
巨
大
な

分
子
機
構
で
あ
る
。
そ
の
主
要

な
役
割
は
放
射
線
な
ど
で
損
傷

し
た
部
位
を
見
つ
け
出
し
、
細

胞
周
期
を
停
止
さ
せ
、
Ｄ
Ｎ
Ａ

を
修
復
に
導
き
、
さ
ら
に
“
ゲ

ノ
ム
の
守
護
神
”
と
呼
ば
れ
る

が
ん
抑
制
遺
伝
子p53�

を
上
流

で
制
御
し
、
活
性
化
さ
せ
、
遺

伝
子
の
修
復
を
行
っ
て
い
る
そ

う
だ

⑶ 

⑷
。
そ
し
て
、
こ
の
Ａ

Ｔ
Ｍ
遺
伝
子
に
障
害
が
発
生
す

る
と
高
発
が
ん
性
遺
伝
性
疾
患

と
な
り
、
こ
れ
が
毛
細
血
管
拡

張
性
小
脳
失
調
症
（
Ａ
Ｔ
）
と

い
う
病
気
で
あ
る
と
の
こ
と
。

Ａ
Ｔ
の
頻
度
は
約
30
万
人
に

１
人
と
さ
れ
、
比
較
的
ま
れ
な

病
気
で
あ
る
。
日
常
診
療
で
遭

遇
す
る
こ
と
は
珍
し
く
、
し
た

が
っ
て
が
ん
増
加
へ
の
関
与
も

比
較
的
少
な
い
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
当
疾
患
の
保
因
者

（
Ａ
Ｔ
キ
ャ
リ
ア
ー
）
は
人
口

の
約
１
％
と
推
定
さ
れ

⑷
、
そ

の
ま
ま
日
本
の
総
人
口
に
当
て

は
め
る
と
１
２
３
万
人
と
い
う

こ
と
に
な
り
、
予
想
以
上
に
多

い
。
日
々
訪
れ
る
患
者
の
中
に

も
存
在
し
て
い
る
可
能
性
が
考

え
ら
れ
る
。
し
か
も
、
以
前
か

ら
専
門
家
の
間
で
は
Ａ
Ｔ
保
因

者
の
発
が
ん
リ
ス
ク
に
つ
い
て

危
惧
さ
れ
て
お
り
、
実
際
、
Ａ

Ｔ
患
者
の
両
親
や
祖
父
母
な
ど

保
因
者
の
家
族
調
査
で
が
ん
の

発
症
は
非
保
因
者
に
比
べ
５
倍

ほ
ど
高
い
と
報
告
さ
れ
て
い

る
⑸

。
乳
が
ん
に
限
定
す
る
と

７
〜
９
倍
ほ
ど
と
言
わ
れ
て
い

る
⑷

。Ａ
Ｔ
保
因
者
由
来
の
細
胞
を

用
い
た
細
胞
生
物
学
的
な
解
析

で
は
、
放
射
線
照
射
後
の
倍
数

体
の
変
化
が
認
め
ら
れ
、
Ｄ
Ｎ

Ａ
ダ
メ
ー
ジ
に
伴
う
細
胞
周
期

調
節
機
構
の
障
害
や
、
ア
ポ

ト
ー
シ
ス
誘
導
能
の
異
常
が
認

め
ら
れ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た

と
の
こ
と

⑶ 

⑷
。
保
因
者
で
も

被
ば
く
に
よ
る
発
が
ん
の
危
険

性
が
示
唆
さ
れ
、
普
通
の
人
々

の
中
に
放
射
線
に
対
し
て
抵
抗

力
が
弱
い
集
団
が
存
在
す
る
と

推
測
さ
れ
る
。

前
述
の
韓
国
の
コ
ホ
ー
ト
研

究
⑵

で
は
Ｃ
Ｔ
検
査
等
を
受
け

た
若
者
は
１
２
７
万
５
８
２
９

人
で
あ
り
、
対
象
者
の
中
に

Ａ
Ｔ
保
因
者
が
１
％
存
在
す

る
と
仮
定
す
る
と
そ
の
数
は

１
万
２
７
５
８
人
と
な
り
、
放

射
線
感
受
性
の
高
い
若
者
が
対

象
者
の
中
に
多
数
含
ま
れ
て
い

た
と
推
定
さ
れ
る
。
検
査
を
受

け
た
若
者
で
後
に
が
ん
を
発
病

し
た
の
は
１
４
４
４
人
で
、
そ

の
発
症
率
は
対
照
の
そ
れ
よ
り

も
１
・
６
倍
も
高
か
っ
た
の
も

う
な
ず
け
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
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9 月28日深夜から身体のだるさと熱感に目を覚ま
した。午前 4 時、おもむろに新型コロナ抗原検査
キットを取り出し、綿棒を鼻腔の奥深く差し込み、
検体を 3 滴滴下した。予想は的中した。鼻汁の展開
が始まり、即陽性の赤線が出現した。

子どもで流行中のコロナをいつもらうかもしれな
いと思いながら、どうにか逃れてきたが、ついに
やってきたかという印象である。仲間の小児科医が
ポツポツと陽性宣言を出して、休業している。 2 回
目の感染を宣言する先生もおられた。子どもたちは
コロナも普通の風邪として経過していく。時に子ど
もの重症例もあるようだが、かかる子どもの数が増
えれば、当然重症例も増えるだろう。

今回の第 7 波は、第 6 波を上回る感染者数であ
る。各地で医療の逼迫を起こしている。また、死亡
者も第 6 波を上回っている。統計では若い人の感染
が多いが、感染者の少ない高齢者が死亡者の多くを
占めている。特に80歳代の死亡者は 4 千名を超えて
いる。ハイリスクの高齢者が犠牲になっているとい
うことだが、コロナ感染がなければ死なないで済ん
だはずである。

小児科医ができることは、早く子どもの感染を見
付け、同居している高齢者を守ることだ。高齢者を
早く隔離し、家族の感染を繋げないことだ。

第 7 波もピークを過ぎたようだが、これで終わる
のか、第 8 波が始まるのか。まったく予想できな
い。新しいオミクロン株対応ワクチン接種が流行を
第 7 波で収めるには、その接種率を上げることが 1
つの方法と考えられる。高齢者でリスクのある人に
は、 2 種類の経口薬が用意されているが、専門家に
よるとその使用量が少ないという指摘もある。ワク
チンと内服薬、この二つが感染による死亡を防ぐ、
有力な手段となるよう願っている。

ところで、コロナ陽性となってから55時間（ 9 月
30日午前11時）が経過したころ、熱も下がり咳も軽
快したが、倦怠感が残っている。また、気力も湧い
てこない。試しに、再度コロナ抗原検査をした。な
んと即陽性。ある方は 1 週間ほどで良くなったが、
その後再び発熱し、その時に家族にうつしてしまっ
たという。コロナ恐るべし。

原発・いのち・みらい原発・いのち・みらい
その76
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『石川保険医新聞』編集長　
　武藤　一彦（白山市・小児科）

編集長の
ひとりごと私のコロナ

医院経営と雇用管理2022年改訂版
発  刊  の  ご  案  内

TEL（076）222-5373  FAX（076）231-5156   メール ishikawa-hok@doc-net.or.jp石 川 県 保 険 医 協 会

2022年改訂版は、 今年４月から中小企業にも義務化さ
れたパワハラ防止対策に対応し、 内容を充実しました。 
職場におけるセクシュアルハラスメント対策や妊娠･出産
･育児休業等に関するハラスメント対策とともに事業主の
義務になります。

医療機関にも関係の深い「罰則付きの時間外労働の
上限規定」、 「年次有給休暇５日間の取得義務」、 2021年
４月から中小企業にも適用となった「パートタイム・有期雇
用労働法」について、 日常の医院経営で活用しやすいよ
う、 分かりやすく、 詳しい解説を加えました。

　　　　　　　　  、 ２冊目からは定価（1,500円）で
す。FAX・メール・電話よりお申し込みください（無料分１
冊のみご希望の方もご注文ください。 注文用紙を本紙に
同封しています）。

◇目次構成（予定）◇
第１章 職員雇用に必須の労働法･パート関係法令 第８章 労働保険・社会保険
 労働基準法･労働契約法･パートタイム･有期雇用法のポイント 第９章 女性に関する特別規制
第２章 求人と採用・試用期間 第10章  育児・介護休業制度
第３章 職場における規律 第11章 ハラスメント
第４章 労働時間・休憩時間 第12章 退職・解雇 -労働契約の終了-
第５章 休日・休暇 第13章 懲戒
第６章 賃金 第14章 就業規則の意義と記載事項
第７章 安全衛生・健康管理

◇各種様式集
　労働者名簿、賃金台帳、緊急連絡先及び通勤経路届出書、個人情報保護に関する誓約書など

◇参考資料
●職種別 きまって支給する現金給与額、所定内給与及び年間賞与その他特別給与額（産業計）
●初任給関係職種の職種別事業所数等及び平均初任給月額
●職業別求人賃金　●中途採用者採用時賃金情報

発行日 2022年11月29日／体裁 B5判約170頁／定価 1,500円／発行 全国保険医団体連合会

会員は１冊無料

石 川 保 険 医 新 聞 2022年11月15日（毎月15日発行）（8）第607号



安倍晋三元首相の「国葬」が岸田内閣の閣議決
定だけで、事前の世論調査で 6 割強の反対にもか
かわらず 9 月27日に強行された。同日夕刻、石川
県保険医協会が事務局団体を務める九条の会・石
川医療者の会の世話人会にて「安倍晋三元首相の

『国葬』は何が問題か」について話題提供する機
会があった。この要点と国葬の是非について寄稿
する。

戦前の国葬令は廃止、法的根拠なし
戦前、「国葬」を天皇と国家に命を捧げる皇国

民精神形成に利用してきた国葬令は、戦後1947年
の日本国憲法施行により「失効」した。国民主権
の現行憲法のもと「国葬」には法的根拠がなく、
安倍元首相の国葬は「法の下の平等」（憲法第14
条）に違反している。

人の死には三つある
奥田知志さん（日本バプテスト連盟・東八幡キ

リスト教会牧師）は講演で以下のように話して
いる。
「ある哲学者は人の死には三つあると云ってい

ます。一つは一人称の死、私自身の死です。二つ
目は二人称の死、あなたの死です。身内とか自分
が深く関わってきた人の死です。三つ目は三人称
の死です。身内でない三人称の死です。安倍さん
の死を〝二人称の死〟として捉える人がいてもい
いわけです。その人の「内心の自由」だからです。
ところが、今回の国葬が問題なのは、安倍さんの
死を〝二人称の死〟として全ての国民に押し付け、

「内心」に踏み込むからです」
「内心の自由」=（思想及び良心の自由）憲法

第19条に違反すると説かれた。

官公庁や学校教育への影響は
憲法第20条（信教の自由、国の宗教活動の禁

止）では、「何人も宗教上の行為、祝典、儀式又
は行事に参加することは強制されない」と規定し
ている。国葬当日は、石川県では本庁舎・出先の
行政庁舎や全市町庁舎で半旗を掲揚し、輪島市で
は職員に黙祷を要請したが、石川県教育委員会は
県立学校に半旗や黙祷など弔意表明を要請しな
かった。

10月15日に山口県で安倍元首相の県民葬が開催

されたとき、山口県教育委員会は県立学校61校に
対して半旗の掲揚を通知し、「半旗掲揚は職務命
令で、反した場合、正当な理由がない限り職務
命令違反になる可能性がある」という姿勢をとっ
た。この通知は学校教育の政治的中立性を求める
教育基本法第14条（政治教育）に明らかに抵触し
ている。

さらに今回の国葬費用（約12億 5 千万円）を
閣議決定だけで決めたのは、「財政処理には国会
の議決が必要」とする憲法第83条にも違反して
いる。

「国葬」検証委員会が問われていること
10月20日、衆議院議事運営委員会内に設置され

た検証委員会では、安倍元首相の「国葬」決定の
経緯や国葬のあり方につき、各会派から代表者が
参加して議論することになった。岸田首相は10月
5 日に衆議院本会議で「将来の国葬に備えたルー
ル作り」の検討を表明。立憲民主党など野党も

「首相経験者の国葬実施基準の明確化」を主張し
ている。

しかし、検証委員会で議論すべきことは、政治
家の業績の評価をめぐる国葬のあり方やルール作
りではなく、国葬の是非である。奥田知志牧師が
説くように「二人称の死」を国葬にするべきでは
ない。仮にどんな業績があっても一般国民を超越
した〝弔意を求める形式〟で国葬を実施すること
は現行憲法の国民主権に反するからである。

今後の「国葬」検証委員会の議論の進め方を注
視していきたい。

2022年10月 1 日から、一定以上の所得のある75
歳以上の方は、現役並み所得者（窓口負担割合 3
割）を除き、医療費の窓口負担割合が 2 割になり
ます。見直しの背景の一つに「後期高齢者の医療
費のうち窓口負担を除いて約 4 割は現役世代（子
どもや孫）の負担（支援金）となっており、今後
も拡大していく見通し」ということを厚生労働省
は説明しています。ようするに「75歳以上の世代
の医療費の窓口負担がこれまで 1 割であったのが
2 割負担となります。75歳以上の世代は現役世代
にあまりご迷惑をかけてはいけません」というこ
とです。これによって75歳以上の世代はより医療
を受けにくくなります。

75歳以上の世代は現役世代よりもはるかに病気
になりやすいのです。これは自然現象と同じに
見てよいほど、どうにもならない事実です。実際
にかかる医療費もこの世代が占める割合は年総額
18.4兆円（2022年予算案ベース）と高いです。こ
れは特別なことではなく、当然のことです。病気

に対しては早期発見、早期治療が原則です。従っ
ていつでも医療を受けられるようにすることが大
切です。そのためには医療費は原則無償にすべき
でしょう。75歳以上の世代は病気になる割合が高
いのですから、この世代は特に医療機関にかかり
やすくすべきです。したがってこの世代の医療費
は無償が望ましいと考えます。

75歳以上の世代は現役世代の親です。親は子ど
もを大切に育てます。どんなに大切に育てたので
しょう。それは「たのしみは�まれに魚煮て�児等
皆が�うましうましといひて食ふ時」（橘曙覧）の
歌に示されています。親は、自分は食べなくても
いいから、子どもに食べさせます。「何よりも子
どもが喜ぶのがうれしい」と子どもを大切に育て
ました。しかしながらそれだけではありません。
先の大戦により日本人だけでも310万人の大切な
命が失われ、日本の大都市は焼け野原となり復興
しました。それは誰の力によるのでしょう。無
論、日本国民総力の結果です。

その主たる働き手は今の75歳以上の世代です。
戦後復興の最大の功労者はこの世代です。現役世
代はこの親、75歳以上の世代に対して恩返しをす
るのです。すると皆さんの中には「75歳以上の世
代は医療費をタダにしてほしいとは言っていませ
ん」と言う方もいるでしょう。無論そのようには
75歳以上の世代は言いません。「いつまでたって
も親は親。子どもである現役世代の喜ぶ顔が見れ
ればそれでよい」と言うでしょう。しかしながら�
それでは義理がたたない。「たのしみはまれに魚
煮て親皆が�うましうましと��いひて食ふ時」とい
う歌があっていいと思います。そのような歌心を
大切にする現役世代がいてもいいと思います。

自分の羽を抜いて織物を織る鶴。それを見て驚
く翁。「もういい、そこまでしなくてもいい」と
翁は心の中で泣いて叫んだことでしょう。75歳以
上の世代も現役世代によって示される好意に対し
て��「もういい、そこまでしなくてもいい」と言
うでしょう。現役世代は75歳以上の世代からその
ように言われるようになったらいいですね。それ
ができて品格ある現役世代と言えるのです。その
ような品格ある現役世代をみて、親である75歳以
上の世代は安心するでしょうし、子どもである現
役世代を誇りに思うのです。

日本国憲法
第14条　すべて国民は、法の下に平等であっ

て、人権、信条、性別、社会的身分又は門
地により、政治的、経済的又は社会的関係
において、差別されない。

第19条　思想及び良心の自由は、これを侵し
てはならない。

日本国憲法第25条
1 　すべて国民は、健康で文化的な最低限度
の生活を営む権利を有する。

2 　国は、すべての生活部面について、社会
福祉、社会保障及び公衆衛生の向上及び増
進に努めなければならない。

〈シリーズ〉憲法を生きる
安倍晋三元首相の「国葬」は
　　　　　　　何が問題か

神田　順一 九条の会・石川医療者の会事務局

〈シリーズ〉憲法を生きる
75歳以上の医療費は
　　　　　無償が望ましい

ペンネーム　古志　雅裕 九条の会・石川医療者の会 賛同人

「憲法」を日常生活で意識することはなかなかありませんが、性別や人種によって差別されな
いことや、健康で文化的な生活を過ごすことなど、私たちが暮らしていく上で大切な権利を保障
しています。しかし、実際には権利が守られていない現状もあります。このシリーズは、憲法の
理念を再確認し、それを実現する社会保障制度を考える一歩にしようという企画です。
世論が賛否に分かれる中、9月27日に安倍晋三元首相の「国葬」が行われました。「国葬」の
問題点について神田順一さんにご寄稿いただきました。

石川県保険医協会が事務局を務める「九条の会・石川医療者の会」賛同人よりご寄稿いただき
ましたので掲載いたします。

石 川 保 険 医 新 聞 第607号（9）2022年11月15日（毎月15日発行）



会員リレーエッセー� ◆◆278◆◆原
稿
募
集
中
　
趣
味
や
旅
行
記
、
医
療
・
福
祉
に
関
し
て
や
平
和
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
な
ど
、
会
員
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
編
集
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
0
7
6
（
2
2
2
）
5
3
7
3

裕
福
な
家
庭
へ
寄
生

今
や
平
均
個
人
所
得
が
日
本

を
超
え
た
韓
国
、
格
差
は
断
然

日
本
よ
り
す
ご
い
と
思
え
る
首

都
ソ
ウ
ル
で
、
職
も
な
く
半
地

下
で
暮
ら
す
両
親
と
高
校
は
出

た
が
進
路
が
決
ま
っ
て
い
な
い

息
子
・
娘
が
、
超
リ
ッ
チ
な
豪

邸
に
住
む
家
庭
に
吸
血
鬼
の
よ

う
に
入
り
込
み
、
生
じ
た
悲
喜

劇
。
北
朝
鮮
と
対
峙
し
な
が

ら
、
歴
代
ト
ッ
プ
が
次
々
と
逮

捕
さ
れ
た
り
、
自
殺
し
て
い
く

と
い
う
厳
し
い
国
情
の
現
実
反

映
を
ま
ざ
ま
ざ
と
見
せ
つ
け
て

い
る
よ
う
だ
。
そ
し
て
二
転
三

転
す
る
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
に
ま

た
ま
た
圧
倒
さ
れ
る
。
米
国
ア

カ
デ
ミ
ー
賞
を
も
ぎ
取
っ
た
傑

作
で
あ
る
。以

下
、
本
稿
に
は
重

大
な
「
ネ
タ
バ
レ
」
が

あ
り
ま
す
。
未
見
の
方

は
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

父
キ
ム
・
ギ
テ
ク

（
ソ
ン
・
ガ
ン
ホ
）、
母

チ
ュ
ン
ス
ク
（
チ
ャ

ン
・
ヘ
ジ
ン
）、
息
子

ギ
ウ
（
チ
ェ
・
ウ
シ

ク
）、
娘
ギ
ジ
ョ
ン

（
パ
ク
・
ソ
ダ
ム
）
の

キ
ム
家
4
人
家
族
は
狭

く
、
薄
汚
れ
た
半
地
下

の
ア
パ
ー
ト
で
暮
ら

す
。
近
所
の
ピ
ザ
屋
の
宅
配
箱

を
組
み
立
て
る
低
賃
金
の
内
職

を
し
て
何
と
か
生
活
し
て
き

た
。
ギ
ウ
の
友
人
で
名
門
大
学

に
通
う
青
年
が
海
外
留
学
す
る

間
、
ソ
ウ
ル
の
高
級
住
宅
街
に

住
む
パ
ク
家
の
女
子
高
生
ダ
ヘ

の
英
語
教
師
を
す
る
よ
う
ギ
ウ

に
依
頼
す
る
。
大
学
の
学
費
が

払
え
ず
浪
人
中
の
ギ
ウ
は
教
え

る
資
格
が
な
い
と
嫌
が
る
が
、

高
い
報
酬
に
押
さ
れ
て
引
き
受

け
た
。

妹
ギ
ジ
ョ
ン
に
名
門
大
学
の

入
学
証
書
を
偽
造
し
て
も
ら

い
、
ギ
ウ
は
大
学
生
の
ふ
り
を

し
て
高
台
の
豪
邸
を
訪
れ
、
家

政
婦
の
ム
ン
グ
ァ
ン
に
迎
え
ら

れ
る
。
そ
の
邸
宅
は
元
々
有
名

な
建
築
家
が
自
ら
建
て
、
住
ん

で
い
た
が
、
4
年
前
に
パ
リ
に

行
っ
た
。
そ
こ
に
Ｉ
Ｔ
大
手
企

業
の
社
長
で
あ
る
パ
ク
・
ド
ン

イ
ク
が
妻
と
子
ど
も
2
人
と
一

緒
に
移
り
住
み
、
ム
ン
グ
ァ
ン

は
そ
の
ま
ま
家
政
婦
と
し
て
働

い
て
い
る
の
だ
と
い
う
。
妻
の

ヨ
ン
ギ
ョ
は
ギ
ウ
の
授
業
ぶ
り

を
見
て
か
ら
採
用
す
る
か
ど
う

か
決
め
た
い
と
言
い
、
小
悪
魔

ダ
ヘ
に
教
え
る
が
、
心
理
戦
に

勝
利
し
、
ダ
ヘ
と
ヨ
ン
ギ
ョ
の

心
を
つ
か
む
。

ダ
ヘ
の
弟
ダ
ノ
ン
は
絵
が
好

き
だ
が
、
落
ち
着
き
な
く
奇
行

が
多
い
。
ダ
ヘ
は
そ
れ
が
演
技

で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
。

ダ
ソ
ン
に
手
を
焼
い
て
い
る
ヨ

ン
ギ
ョ
に
絵
の
先
生
と
称
し
て

妹
ギ
ジ
ョ
ン
を
売
り
込
み
、
ギ

ジ
ョ
ン
は
社
長
の
運
転
手
は
問

題
あ
り
と
し
て
、
父
ギ
テ
ク
を

売
り
込
み
、
ム
ン
グ
ァ
ン
の
桃

ア
レ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
て
結
核

だ
と
信
じ
込
ま
せ
、
母
チ
ュ
ン

ス
ク
を
家
政
婦
と
し
て
売
り
込

む
。
そ
し
て
キ
ム
一
家
が
パ
ク

邸
に
寄
生
す
る
こ
と
に
成
功
し

て
し
ま
う
。

ど
ん
で
ん
返
し
の	

	
	

連
続

ダ
ソ
ン
の
誕
生
日
に
こ
の
家

で
幽
霊
を
見
た
こ
と
が
ト
ラ
ウ

マ
に
な
っ
て
い
る
ら
し
い
こ

と
を
ギ
ジ
ョ
ン
が
察
し
て
い

た
。
そ
の
た
め
今
年
の
誕
生
日

に
は
パ
ク
一
家
は
泊
り
が
け
の

キ
ャ
ン
プ
に
出
か
け
た
。
そ
の

夜
、
元
家
政
婦
ム
ン
グ
ァ
ン
が

忘
れ
物
を
し
た
の
で
ど
う
し
て

も
家
に
入
れ
て
ほ
し
い
と
や
っ

て
き
て
、
し
つ
こ
い
の
で
仕
方

な
く
チ
ュ
ン
ス
ク
は
家
に
入
れ

て
し
ま
う
。
実
は
家
に
は
対
北

朝
鮮
用
の
地
下
核
シ
ェ
ル
タ
ー

が
併
設
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に

元
家
政
婦
の
夫
が
数
年
住
ん
で

い
た
と
い
う
パ
ン
ド
ラ
の
箱
が

開
け
ら
れ
た
。
そ
こ
か
ら
ど
ん

で
ん
返
し
の
連
続
で
、
元
家
政

婦
の
夫
が
娘
ギ
ジ
ュ
ン
を
殺

し
、
父
ギ
テ
ク
が
パ
ク
社
長
を

殺
す
と
い
う
復
讐
劇
を
ダ
ソ
ン

の
誕
生
パ
ー
テ
ィ
ー
で
し
て
し

ま
う
と
い
う
惨
劇
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。

息
子
ギ
ウ
は
大
け
が
を
し
、

回
復
後
に
母
チ
ュ
ン
ス
ク
と
半

地
下
ア
パ
ー
ト
に
戻
っ
た
。
殺

人
犯
の
父
ギ
テ
ク
は
捕
ま
ら
ず

に
失
踪
し
、
実
は
地
下
の
核

シ
ェ
ル
タ
ー
に
潜
ん
で
い
た
の

だ
。
癒
え
た
ギ
ウ
は
そ
の
豪
邸

が
見
え
る
高
台
に
上
り
、
地
下

の
父
が
邸
内
の
電
灯
を
介
し
、

モ
ー
ル
ス
信
号
を
発
信
し
て
い

る
こ
と
を
つ
か
み
、
解
読
す
る

の
だ
っ
た
! !　

ポ
ン
・
ジ
ュ
ノ

監
督
の
執
念
作
! ! !

去
る
９
月
10
日
、
第
26
回
Ｐ
Ｅ
Ｇ
・
在
宅
医
療
学
会
を
開

催
し
た
。
当
初
は
金
沢
市
文
化
ホ
ー
ル
で
の
集
合
形
式
を
予

定
し
て
い
た
が
、
結
局
、
完
全
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
へ
と
舵
を

切
っ
た
。
そ
の
た
め
予
算
編
成
上
で
の
大
き
な
決
断
が
必
要

で
あ
っ
た
。
こ
の
学
会
は
従
来
、
栄
養
剤
や
カ
テ
ー
テ
ル

関
連
企
業
の
展
示
ブ
ー
ス
の
出
展
費
用
と
、
ラ
ン
チ
ョ
ン

セ
ミ
ナ
ー
で
収
入
の
多
く
を
賄
っ
て
い
た
。
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

形
式
で
現
地
開
催
を
残
し
て
お
け
ば
、
ブ
ー
ス
に
足
を
運
ぶ

参
加
者
が
仮
に
少
な
く
て
も
、
企
業
は
予
算
が
組
め
る
。
し

か
し
、
完
全
W
e
b
で
は
そ
こ
に
期
待
で
き
な
い
こ
と
は

自
明
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
倍
の
費
用
が
か
か
る
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
選
択
の
余
地
は
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
考
え
た
こ
と
は
、
学
会
と
は
本
来
、
発
表
や
議
論

す
る
学
会
員
の
参
加
費
用
で
賄
う
べ
き
も
の
で
、
そ
れ
な
ら

演
題
を
た
く
さ
ん
集
め
て
発
表
者
を
増
や
し
、
そ
の
参
加
登

録
費
用
で
予
算
を
成
立
さ
せ
た
い
。

無
謀
だ
が
、
過
去
に
付
き
合
い
の

あ
っ
た
全
て
の
ア
ド
レ
ス
と
メ
ー
リ

ン
グ
リ
ス
ト
（
20
年
以
上
や
り
取
り

し
て
い
な
く
て
も
！
）
に
、
学
会
長

を
や
る
近
況
報
告
と
演
題
発
表
を
お

願
い
し
た
。
も
ち
ろ
ん
届
か
な
い
メ
ー
ル
も
た
く
さ
ん
あ
っ

た
が
、
意
外
や
ご
快
諾
も
あ
り
、
む
し
ろ
び
っ
く
り
し
た
。

お
か
げ
で
81
演
題
が
集
ま
り
、
そ
の
多
数
の
演
題
数
を
こ
な

す
た
め
、
発
表
５
分
に
質
疑
応
答
２
分
と
い
う
超
短
時
間
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
。

20
年
前
の
知
人
は
今
で
は
特
別
講
演
ク
ラ
ス
の
重
鎮
に

な
っ
て
お
り
、
そ
ん
な
先
生
方
に
参
加
費
１
万
円
を
支
払
っ

て
５
分
で
し
ゃ
べ
っ
て
も
ら
う
の
は
、
考
え
て
み
れ
ば
す
ご

く
図
々
し
い
こ
と
だ
っ
た
。
そ
ん
な
一
般
演
題
か
ら
、
恥
ず

か
し
な
が
ら
「
胃
ろ
う
の
今
」
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
、
予

定
に
な
か
っ
た
新
た
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
組
む
こ
と
が
で

き
た
。
新
旧
規
格
が
併
存
す
る
こ
と
に
な
っ
た
コ
ネ
ク
タ
問

題
、
そ
し
て
小
児
ミ
キ
サ
ー
食
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
取
り
上
げ

る
べ
き
テ
ー
マ
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
本
稿
が
掲
載
さ
れ

る
前
の
10
月
28
日
で
ア
ー
カ
イ
ブ
配
信
は
終
了
し
て
い
る

が
、
自
分
に
と
っ
て
一
世
一
代
の
大
事
業
と
し
て
記
録
に
留

め
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

囲 碁

（解答は 4 面にあります） （解答は 4 面にあります）

黒先　（８分で二、三段以上）
〈ヒント〉ダメヅマリを好手順で
 ついて仕留めます。

■出題　九段　石榑郁郎

〈ヒント〉３手目に好手あり…。
 （10分で二段）

■出題　九段　西村一義

中級編 中級編

二重枠（2つあります）に
入った数字の合計はいく
つになるでしょう。
【ルール】
①空いているマスに、1か
ら 9までの数字のどれか
を入れます。

②タテ列（9列あります）、
ヨコ列（9列あります）、
太線で囲まれた3× 3の
ブロック（それぞれ9マ
スあるブロックが9つあ
ります）のどれにも1か
ら9までの数字が1つず
つ入ります。

（答え4面）
パズル制作／ニコリ

SUDOKU 数 独□ 5 1 6
9 5

6 2
2 6 □ 3

1 5 2 4
7 3 5
3 6

8 1
4 9 7

学
会
長
顛
末
記

小
川
　
滋
彦
（
金
沢
市
・
内
科
）

奥田　宏（金沢市・心療内科）

のつぶやきのつぶやきⅡⅡ映画狂映画狂
《第10回》パラサイト 半地下の家族

（2019年・韓国）
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